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14. 失語症状とコミュニケーションの工夫  

  

Ⅰ．失語症とは  

 失語症とは、一度獲得された言語機能が、脳損傷によってダメージを受けることにより生

ずる言語障害です。脳損傷の主な原因としては、脳梗塞や脳出血、脳腫瘍、頭部外傷や感染

症などがあります。  

   

Ⅱ．失語症と構音障害の違い  

脳損傷によるコミュニケーション障害には大きく分けて、構音障害と失語症があります。 

構音障害が、話し方（speech）の障害であることに対し、失語症は、言語そのもの

（language）の障害です。つまり「聞く」「話す」「読む」「書く」全ての言語様式が、程度

には差がありますが障害を受けます。  

   

Ⅲ．失語症の症状  

軽度の方の場合は、長い文章になると、聞き誤る、時々言葉や文字が思い出せない、あ

るいは、間違えてしまうといった程度ですが、重度になると、全く言葉の通じない外国に

いるようなものです。人の話し声は聞こえるものの、理解できず、文字をみても、内容が

わからず、自分では正しく話しをしているつもりでも、相手には通じない、あるいは言葉

が全く思い出せない、発語できないといったことになります。

失語症の方は、脳の中の「言葉の辞書」は保たれている場合

が多いと言われています。しかし、その取り出しがうまくい

ったり、いかなかったり、また、違う言葉を引き出してしま

ったり(例「リンゴ→みかん」)、語音の配列を誤る(例「リン

ゴ→ゴリン」)、引き出した言葉を上手く構音できないなど、

人により様々な発話の障害がみられます。  

   

Ⅳ．失語症の人の不自由さ  

 人は言語を使って、意志を伝達し、会話を楽しみ、思い出を語り合い、また、テレビや映

画、ラジオを鑑賞します。その言語そのものに障害を受けると、どんな不自由さがでてくる

と考えられるでしょうか？まず、①情報が入りにくくなります。②自分の要求や思い身体の

不調を伝えることが難しくなります。③会話を楽しむ機会が減ります。④過去や未来の話し

は特に難しいものです。⑤テレビや映画・ラジオの内容もわかりにくくなります。 ⑥目の

前にはいない人への伝達（電話や手紙、パソコンなどの使用）が困難になります。  
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Ⅴ．コミュニケーションの方法  

  

１） 「話しかける場合」―失語症の方に話しかける時には、次のようなことに留意し下さい。

①短い文で、はっきりと、表情豊かに、早口にならないように心がけて下さい。 ②

視覚的な情報（実物・指さし・絵やジェスチャー・数字や単語レベルの文字など）

を提示しながら話しかけると理解が進みます。③一般

に音の表記である仮名より、視覚的にイメージのしや

すい漢字の方が理解されやすいものです。④言葉ので

にくい失語症の方の場合は、「はい」「いいえ」で答え

られるような質問の仕方をまずはしてみて下さい。少

し言葉がで 

る方の場合は、「Ａですか？Ｂですか？」と 2つの言葉を提示しての質問も答えやす

いものです。⑤周りがにぎやかな場合や大勢の人に向けての話しかけの場合は、理

解しにくいものです。大切な話しは静かな場所で 1対１が望ましいです。  

  

２） 「話しを聞く場合」―ご本人からの話しを聞く上での注意点を挙げてみます。①言える

言葉がとても少ない方でも、挨拶語などは一緒に斉唱したり、口形をみてもらった

りすると、言いやすくなります。②言いたい言葉とは違う言葉がでてしまうのが失

語症の特徴です。全体の文脈から推測して理解することが大事です。③事前にご本

人の病前の仕事や家族構成、趣味や好物など様々な情報を仕入れておくと、言いた

くても言えない言葉を推測することができ、会話がはずみます。④指さしや簡単な

ジェスチャー・文字や絵を書いて意思伝達をされる方も

います。紙と鉛筆、カレンダー、家族の写真、1日や 1 

週間のスケジュール表、時計などを近くにおいておき、

利用してもらいましょう。⑤排便や風呂、食事のことな

ど日常生活に必要な事柄は、絵＋文字を書いたカードな

どを利用しましょう。ご本人用のコミュニケーションノートを作成することも有効

です。⑥目の前のことはなんとか表現できても、以前におこった事柄を会話として

楽しむことはとても難しいものです。写真や絵、簡単な説明文や切り抜きなどを貼

った「思い出ノート」は失語症の方の宝物になります。  

  

  

３） 「その他」―①言葉は言えなくても歌ならうたえる失語症の方は大勢います。②みん

なで会話をする時には、絵や写真、文字など、視覚的なヒ

ントとなるものを示しながら、発話を促していって下さい。

③失語症の方に限りませんが、脳損傷後の方々の多くは、
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自分の行動のフィードバックが難しく、また、自信をなくしておられます。日常の

中の小さな成功を一緒に喜ぶ経験が、生きる意欲を引き出します。④脳損傷があっ

ても、失語症であっても、たとえ思うような回復が難しくても、それでも「あなた

が大切だ」と思ってもらえる環境の中で時間はかかっても第二の人生を着実に歩き

はじめられます。  
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15. コミュニケーションツールの紹介  

  

はじめに  

 パソコン、スマートフォン、タブレットなどが普及してきています。ただ、失語症や高次

脳機能障害の方は文字入力の問題や新たに機械操作を覚えなければならないことで最初か

らあきらめてしまう方がいらっしゃいます。しかし実際にはどんどん操作は簡単になり、 

文字入力も様々な方法が使えてきているので実際に使ってみると想像以上に便利に使える

ことが多いものです。  

 スマートフォンを中心に実際の使い方の一例をご紹介します。  

  

  

◆メール  

 文字入力補助機能の豊富なアプリ（“Ｓｉｍｅｊｉ”など）を使うと文字入力が容易にな

り表現の幅が広がります。  

  

１） フリック（ガイド付き）  

パソコンなどでの入力はどうしてもローマ字入力が中心で失語症の人にはハードルが高いの

ですが、フリック（ガイド付き）入力法を使うとかな文字をダイレクトに入力することが

できます。ガイド付きを使うとより探しやすくなります。50 音順に表になっているよりも

探しやすいと思います。  

  

２） 定型文  仮名文字操作が困難な人には定型文を作ってそれを組み合わせることで文章

を構成することも出来ます。あらかじめ“ローカル辞書”などの辞書機能に単語もし

くは文レベルで登録しておきます。  

 たとえば「い」と押せば「いつもお世話になっております」が出てくるようにしてお

くことなどが可能です。  

  

３） 手書き文字入力  漢字はわかっているが、仮名変換出来ない場合などには手書きの文

字を認識してくれるという機能があります。  

 機種によっては最初からその機能が入っているスマートフォンもあるのですが、アプリ

（７ｎｏｔｅｓなど）をダウンロードすることで使えます。  

  
４） 音声入力  
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   最近は認識率が上がっているので少し長い文章でもきれいに聞き取って文字に変換して

くれます。  

 ある程度言葉が言える人ならば実用性は高いです。文字入力がおっくうな人や目が見

えにくくても文字入力出来ない人などにも使えます。  

  

５） 顔文字、絵文字  豊富な顔文字や絵文字が簡単にキーボードから選ぶことが出来るの

で、文字を書けなくてもこれらをうまく使えば思いを伝えることが出来ます。  

  

  

◆ライン（ＬＩＮＥ）  

 最近はメールがわりに使う人が増えてきています。メールの時と同じく文字補助機能を使

って文字入力が可能ですが、ラインはさらに以下の特徴があり失語症の人でもコミュニケ

ーション可能なことが増えてきます。  

  

１） スタンプ機能  ちょっとしたメッセージとそれに合った絵になっているのでスタンプ

だけでもメッセージを届けることが出来ます。  

  

２） 写真  

   メールのように添付という作業がない分簡単に写真のやりとりが出来るのでその場の状

況や風景などを相手に知らせることが出来ます。  

  

３） ボイスメッセージ  声のメッセージを送ることが出来、相手にそれを再生して聞いて

もらうという留守番電話様の使い方も出来ます。その時の状況に合わせてメッセージ

だけでなく、歌や音などを送れます  

  

  

◆ニュース  

 ニュースアプリ（“スマートニュース”、“Yahoo!ニュース”など）をダウンロードする

と、時間を決めて自動で配信してくれるサービスがあります。それを使うとクリックする

だけで最新のニュースを見ることが出来ます。  

 失語症の方でその文章を読んでも意味がわかりにくい人は、以下の方法があります。１）

動画を中心に見る  

   大きなニュースでテレビでも扱われたような話題はテレビで放送されたものがネットの

中に存在することが結構あり、それをクリックすると音と映像で流れるので文字だけ読

むより理解はしやすくなります。  
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２）読みあげ機能を使う  

 “ウェブ読み上げ”などのアプリをダウンロードしておく、スマートフォンの中の読み上

げ機能を有効にしておくなどがあります。  

  

   

◆日記  

 写真をとるだけで日記として記録されるアプリ（“瞬間日記”など）を使って、気軽に日

記や旅行の思い出を語るためのツールとして使えます。  

   

  

◆メモ  

 文字入力に関しては上記の入力方法を使いますが、それ以外に写真に撮ることでメモ代わ

りにするのにも使っています。  

 上記“瞬間日記”は、時間軸での検索が容易なので、たとえば買い物に行くときに冷蔵庫

の中身の写真を撮っておいて、冷蔵庫の中身と照らし合わせて買い物するなど…。言葉で

の記憶の代償が出来ない患者さんには有効です。もちろん記憶障害の患者さんにも。  

   

   

◆地図  

 地図アプリをひとつダウンロードしておくと場所の情報などは、失語症の人でも地図で示

せば良いだけなので使えます。  

   

  

◆スケジュール管理  

手書きなどに比べて簡単にスケジュール登録が出来ます。予定内容入力は、①あらかじめ

登録しておいた定型語、②絵文字やスタンプなどをクリックするだけでも入力可能なものも

あります。失語症が重度であっても自分でスケジュール管理が可能です。また、アプリによ

ってはその日の予定をスマホをたちあげるたびに表示されるものもあるので記憶の代償手段

として有効です。  

  

  
◆コミュニケーション支援アプリ  

 “こえとら”  

 聴覚障害や失語症の人のコミュニケーション支援として開発されたアプリがあります。  

次のことが出来るようです。  

 ①音声を文字に変換してくれる  
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 ②入力した文字を読み上げてくれる  

 ③地図もそのアプリの中に入っておりすぐに立ち上がる  

 ④定型文が会話帳としてたくさん入っており、それをクリックすると読み上げてくれる。  

 ⑤チャット機能を使って会話が出来る。  

などで、タブレットなどで使うとより見やすくて実用的かもしれません。  

  

★その他のコミュニケーション支援アプリ  

 〈Android 携帯用・障害のある人に便利なアプリ一覧〉  

   http://www.tokyo-itcenter.com/700link/sm-and1.html   

   

 〈iPhone、iPad 用・障害のある人に便利なアプリ一覧〉  

   http://www.tokyo-itcenter.com/700link/sm-iphon4.html  

  

  

  

こちらの原稿は、大阪医療センター 古澤三千代先生に書いていただきました。  

http://www.tokyo-itcenter.com/700link/sm-and1.html
http://www.tokyo-itcenter.com/700link/sm-iphon4.html

